
一 

は
じ
め
に 

 

標
高
一
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
ｍ
程
度
の
飛
騨
各
地
の
中
級
山
岳
に
登
る

と
、
北
飛
騨
は
ブ
ナ
の
山
、
南
飛
騨
は
ヒ
ノ
キ
の
山
と
い
う
印
象
を
持
つ
。

こ
こ
で
は
、
飛
騨
各
地
の
中
級
山
岳
の
山
頂
付
近
の
樹
木
の
記
録
の
中
か
ら
、

ブ
ナ
と
ヒ
ノ
キ
を
選
び
そ
の
分
布
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
分
布

と
降
水
量
の
季
節
性
と
の
関
係
の
考
察
を
目
的
と
す
る
。 

 

二 

飛
騨
の
山
々
の
森
林
植
生 

今
西
（
一
九
三
七
）
は
、
現
地
調
査
を
行
い
、
中
部
地
方
の
山
岳
の
森
林

植
生
が
、
裏
日
本
（
日
本
海
側
）
と
表
日
本
（
太
平
洋
側
）
で
異
な
る
こ
と

を
最
初
に
示
し
た
（
図
１
）。
北
方
（
裏
日
本
型
）
の
白
馬
岳
で
は
、
標
高
五

〇
〇
～
一
六
五
〇
ｍ
ま
で
ブ
ナ
が
卓
越
す
る
。
そ
の
上
部
は
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ

が
卓
越
し
、
二
四
〇
〇
ｍ
で
森
林
限
界
に
な
る
。
一
方
、
内
陸
（
表
日
本
型

）
の
御
嶽
山
で
は
、
ブ
ナ
の
代
わ
り
に
針
葉
樹
の
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
や
モ
ミ
が

入
り
、
そ
の
上
部
の
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
に
相
当
す
る
所
は
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
に

加
え
シ
ラ
ビ
ソ
が
出
現
す
る
。
飛
騨
に
当
て
は
め
る
と
、
北
飛
騨
が
裏
日
本

型
で
、
白
山
は
裏
日
本
型
の
白
馬
岳
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
乗
鞍
岳
周
辺
お

よ
び
御
嶽
山
周
辺
の
南
飛
騨
は
表
日
本
型
で
あ
る
。 

 
 

今
西
（
一
九
三
七
）
は
、
ブ
ナ
は
日
本
海
寄
り
に
偏
し
、
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ

ラ
は
飛
騨
南
部
に
多
い
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。 

    

飛

騨

に

お

け

る

ブ

ナ

の

山

と

ヒ

ノ

キ

の

山

の

分

布
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図１ 中部山岳の森林帯（今西、1937） 

斐太紀 22号(飛騨の山と峠)、2019、P149-154 



岐
阜
県
の
山
地
の
植
物
分
布
（
自
然
植
生
）
は
、
岐
阜
県
の
植
物
地
理
区

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
井
波
、
一
九
六
六
）。
こ
れ
に
よ
る
と
飛
騨
は
、

白
山
山
系
区
、
飛
騨
山
系
区
、
御
岳
乗
鞍
区
、
阿
寺
山
系
区
の
４
つ
の
区
に

分
か
れ
る
（
図
２
）
。
こ
れ
ら
の
植
物
分
布
の
原
因
は
、
気
候
的
要
因
（
気
温
、

降
水
量
）
と
、
地
史
的
要
因
（
そ
の
土
地
の
歴
史
）
が
あ
る
と
い
う
。 

ま
ず
、
標
高
二
五
〇
〇
ｍ
以
上
の
高
山
帯
の
樹
木
は
ハ
イ
マ
ツ
で
、
夏
季

に
お
花
畑
が
広
が
る
地
域
で
あ
る
。 

                    

標
高
一
五
〇
〇
～
二
五
〇
〇
ｍ
の
亜
高
山
帯
は
、
各
区
の
特
徴
が
分
か
れ

る
。
白
山
山
系
区
は
、
針
葉
樹
を
欠
く
ブ
ナ
林
が
多
い
。
飛
騨
山
系
区
は
、

オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
や
コ
メ
ツ
ガ
と
い
っ
た
針
葉
樹
と
と
も
に
ブ
ナ
林
が
あ
る
。

一
方
、
御
岳
乗
鞍
区
は
、
針
葉
樹
は
あ
る
が
ブ
ナ
林
を
欠
く
。
阿
寺
山
系
区

は
、
シ
ラ
ビ
ソ
、
コ
メ
ツ
ガ
な
ど
の
針
葉
樹
と
な
る
。 

 

標
高
五
〇
〇
～
一
五
〇
〇
ｍ
の
低
山
帯
は
、
各
区
の
特
徴
が
分
か
れ
る
。

白
山
山
系
区
は
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
中
心
の
植
生
（
好
雪
裏
日
本
型
植
物
）

で
あ
る
。
飛
騨
山
系
区
と
御
岳
乗
鞍
区
は
、
ツ
ガ
、
モ
ミ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
シ

ラ
カ
バ
等
の
針
葉
樹
が
代
表
的
、
阿
寺
山
系
区
は
、
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
、
コ

ウ
ヤ
マ
キ
、
ツ
ガ
、
モ
ミ
等
の
針
葉
樹
が
代
表
的
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
低
山
帯
の
針
葉
樹
は
、
中
間
温
帯
林
と
よ
ぶ
こ
と
も
あ
る
。（
大
場
、

一
九
九
一
）
飛
騨
で
は
、
北
部
の
積
雪
の
多
い
山
に
ブ
ナ
林
が
発
達
し
、
南

部
は
中
間
温
帯
林
の
ヒ
ノ
キ
や
サ
ワ
ラ
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
等
に
置
き
換
わ
っ
て

い
る
。 

 

三 

飛
騨
に
お
け
る
林
業
資
源
と
し
て
の
ヒ
ノ
キ 

 

山
頂
付
近
は
木
材
運
搬
の
利
便
性
が
劣
る
の
で
、
植
林
さ
れ
た
樹
木
は
少

な
く
自
然
植
生
と
考
え
る
。
し
か
し
、
特
に
南
飛
騨
の
ヒ
ノ
キ
は
、
江
戸
時

代
を
含
め
現
在
に
か
け
て
、
有
用
材
と
し
て
林
業
資
源
と
な
っ
て
お
り
、
植

林
も
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
植
林
に
よ
る
ヒ
ノ
キ
の
分
布
を
確
認
し
て

お
く
。 

 
図
３
は
、
明
治
七
年
の
地
租
改
正
に
際
し
て
調
査
さ
れ
た
飛
騨
地
方
の
ヒ

ノ
キ
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。
図
３
の
ヒ
ノ
キ
一
〇
〇
〇
本
と
は
、
集
落
の

中
の
一
戸
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
一
〇
〇
本
に
当
た
り
、
当
時
の
各
集
落
が

持
つ
ヒ
ノ
キ
の
本
数
の
分
布
図
で
あ
る
。（
上
島
、
一
九
五
六
） 

 

上
島
、（
一
九
五
六
）
に
よ
る
と
、
飛
騨
の
南
半
分
と
、
飛
騨
北
東
部
の
上

宝
に
植
林
管
理
す
る
ヒ
ノ
キ
が
多
い
。
特
に
ヒ
ノ
キ
九
万
本
以
上
と
な
る
と
、

図２ 岐阜県植物区系図（井波、1966） 



小
坂
郷
、、
分
水
嶺
付
近
、
荘
川
尾
上
郷
な
ど
に
限
ら
れ
る
。
ヒ
ノ
キ
は
、
小

坂
郷
の
奥
部
だ
け
で
、
全
飛
騨
の
三
六
・
六
％
が
集
中
し
て
い
る
。
神
岡
、

河
合
、
坂
上
、
坂
下
（
飛
騨
市
北
部
）
は
、
ヒ
ノ
キ
の
分
布
を
見
な
い
ば
か

り
で
な
く
、
天
然
針
葉
樹
は
少
な
く
、
ブ
ナ
、
ナ
ラ
を
中
心
と
し
た
温
帯
広

葉
樹
林
の
卓
越
地
で
あ
る
。 

図
３
は
、
明
治
期
の
林
業
利
用
の
ヒ
ノ
キ
の
分
布
で
あ
る
が
、
自
然
植
生

と
し
て
の
ヒ
ノ
キ
の
分
布
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
る
。 

 

四 

飛
騨
の
中
級
山
岳
の
ブ
ナ
と
ヒ
ノ
キ 

藤
尾
（
一
九
七
五
）
に
よ
る
と
、
白
山
に
代
表
さ
れ
る
ブ
ナ
は
海
洋
性
の

温
和
な
気
候
を
好
む
と
い
わ
れ
、
日
本
で
は
特
に
裏
日
本
（
日
本
海
側
）
に

発
達
し
て
い
る
。
ブ
ナ
は
、
幹
を
曲
げ
る
こ
と
で
冬
の
雪
の
重
量
に
も
耐
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ナ
が
内
陸
性
の
気
候
に
弱
い
理
由
は
、
冬
の
乾
燥
や

寒
さ
や
霜
害
な
ど
が
関
係
す
る
と
い
う
。
一
方
、
御
嶽
山
に
代
表
さ
れ
る
針

葉
樹
の
ヒ
ノ
キ
や
サ
ワ
ラ
は
、
内
陸
性
の
気
候
を
好
み
、
冬
の
積
雪
や
傾
斜

地
で
雪
の
重
量
に
弱
い
。
ま
た
、
多
雪
地
域
の
雪
崩
も
針
葉
樹
を
成
立
さ
せ

な
い
要
因
と
な
る
。 

四
手
井
（
一
九
五
六
）
に
よ
る
と
、
針
葉
樹
に
は
、
耐
雪
性
が
弱
い
も
の

が
多
く
、
多
雪
地
で
は
、
亜
高
山
帯
針
葉
樹
林
を
欠
く
と
い
う
。 

小
野
木
（
一
九
八
九
）
に
よ
る
と
、
御
嶽
山
な
ど
で
は
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ

ラ
な
ど
が
発
達
で
き
な
い
所
、
つ
ま
り
土
壌
養
分
が
乏
し
く
、
水
分
も
流
れ

や
く
乾
燥
し
や
す
い
尾
根
や
岩
峰
な
ど
に
、
ヒ
ノ
キ
や
サ
ワ
ラ
、
ネ
ズ
コ
等

の
針
葉
樹
が
あ
る
。
四
手
井
（
一
九
九
三
）
は
、
概
し
て
寒
さ
に
強
い
針
葉

樹
は
、
乾
燥
地
や
痩
せ
地
、
岩
石
地
に
も
よ
く
耐
え
て
強
い
と
い
う
。 

 

な
お
、
ブ
ナ
林
は
、
関
東
地
方
な
ど
太
平
洋
側
（
表
日
本
側
）
に
も
分
布

す
る
。
太
平
洋
側
の
ブ
ナ
は
、
雪
の
重
さ
に
対
す
る
枝
の
弾
力
性
は
小
さ
く

多
雪
へ
の
適
応
は
な
い
（
大
場
、
一
九
九
一
）。 

 

五 

方
法 

 
こ
れ
ま
で
筆
者
が
飛
騨
の
山
々
を
登
る
過
程
で
、
記
録
し
た
資
料
や
写
真
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
飛
騨
美
濃
山
語
り
）
か
ら
、
飛
騨
地
方
の
中
級
山
岳
（
標

高
一
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
ｍ
）
に
つ
い
て
、
山
頂
付
近
の
樹
木
が
ブ
ナ
で
あ

る
か
ヒ
ノ
キ
で
あ
る
か
整
理
し
て
分
布
図
を
作
成
し
た
。
次
に
、
森
林
資
源

と
し
て
の
ヒ
ノ
キ
の
分
布
、
飛
騨
地
方
の
積
雪
や
降
水
の
季
節
性
を
示
す
気

候
区
分
と
比
較
し
て
考
察
を
行
っ
た 

図３ 飛騨地方におけるヒノキの分布 

   （明治７年）（上島、1956） 



六 
飛
騨
の
山
々
に
お 

け
る
ブ
ナ
と
ヒ
ノ
キ
の 

分
布
と
そ
の
要
因 

 

図
４
は
、
飛
騨
地
方
の 

中
級
山
岳
の
山
頂
に
ブ
ナ 

と
ヒ
ノ
キ
の
ど
ち
ら
が
あ 

っ
た
か
を
記
し
た
分
布
図 

で
あ
る
。
な
お
、
船
山
や 

八
尾
山
は
、
ブ
ナ
も
ヒ
ノ 

キ
も
両
方
あ
っ
た
の
で
記 

号
を
並
べ
て
記
し
た
。 

 

図
４
か
ら
ブ
ナ
の
山
は 

飛
騨
北
西
部
に
多
い
。
一 

方
、
ヒ
ノ
キ
の
山
は
、
飛 

騨
南
部
に
多
い
。
飛
騨
中 

央
部
に
つ
い
て
は
、
ブ
ナ 

の
山
と
ヒ
ノ
キ
の
山
が
混 

在
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
改
め
て
図
４
と 

図
３
を
比
較
す
る
と
、
ヒ 

ノ
キ
が
南
飛
騨
に
多
い
こ 

と
の
他
、
北
飛
騨
の
上
宝 

に
ヒ
ノ
キ
が
あ
る
こ
と
等 

が
一
致
し
て
い
る
。
た
だ 

し
、
飛
騨
西
部
は
、
ヒ
ノ 

キ
の
林
業
地
域
と
な
っ
て 

い
る
が
、
山
頂
は
、
ブ
ナ 

  

                       

  

図４ 飛騨地方におけるブナの山とヒノキの山の分布 

（標高 1000～2000ｍの山頂付近を対象） 



が
見
ら
れ
る
の
で
一
致
し 

て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
飛 

騨
西
部
は
、
自
然
条
件
に 

反
し
て
林
業
が
形
成
さ
れ 

た
と
考
え
る
。 

 

次
に
、
図
５
に
、
中
田 

（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
飛 

騨
地
方
の
積
雪
・
降
水
・ 

盆
地
霧
の
地
域
性
に
基
づ 

く
気
候
区
分
図
を
示
す
。 

ま
ず
、
冬
の
積
雪
に
つ
い 

て
、
Ａ
は
多
雪
区
（
最
深 

積
雪
一
五
〇
ｃ
ｍ
以
上
）、 

Ｂ
は
準
多
雪
区
（
最
深
積 

雪
一
五
〇
～
五
〇
ｃ
ｍ
）、 

Ｃ
は
少
雪
区
（
最
深
積
雪 

五
〇
ｃ
ｍ
以
下
）
で
あ
る
。 

境
界
の
等
値
線
は
、
高
橋 

（
一
九
五
四
）
を
参
考
と 

し
た
。
非
降
雪
期
の
降
水 

に
つ
い
て
、
Ⅰ
は
多
雨
区
、 

Ⅱ
は
非
多
雨
区
で
あ
る
。 

多
雨
区
は
、
七
月
の
平
均 

降
水
量
分
布
図
（
高
山
測 

候
所
、
一
九
九
九
）
か
ら
、 

四
〇
〇
ｍ
ｍ
以
上
の
地
域 

と
し
、
境
界
は
、
鈴
木
（ 

  

                      

   

図５ 飛騨地方における積雪、降水、盆地霧の地域性に基づく気候区分 

（中田、2010） 



一
九
八
八
）
を
参
考
と
し
た
。
、
気
象
衛
星
画
像
か
ら
、
盆
地
霧
の
発
生
し
や

す
い
地
域
を
多
霧
区
と
し
た
。 

 

図
４
と
図
５
を
比
較
す
る
と
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。 

・
多
雪
区
は
、
ブ
ナ
の
山
が
分
布
す
る
。 

・
準
多
雪
区
は
、
ブ
ナ
の
山
と
ヒ
ノ
キ
の
山
が
混
在
す
る
。 

・
少
雪
区
は
、
ヒ
ノ
キ
の
山
の
み
の
地
域
で
あ
る
。 

・
多
雨
区
は
、
ヒ
ノ
キ
の
山
の
地
域
に
な
っ
て
い
る
。 

・
非
多
雨
区
は
、
ブ
ナ
の
山
と
ヒ
ノ
キ
の
山
の
ど
ち
ら
も
あ
る
。 

 

以
上
か
ら
、
飛
騨
の
中
級
山
岳
に
お
い
て
、
ブ
ナ
の
山
と
ヒ
ノ
キ
の
山
の

分
布
の
違
い
は
、
冬
季
の
積
雪
量
の
違
い
に
起
因
す
る
と
考
え
る
。
一
方
、

飛
騨
南
部
の
多
雨
区
が
ヒ
ノ
キ
の
山
の
分
布
に
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ヒ
ノ
キ
は
、
冬
季
の
乾
燥
と
寒
さ
の
た
め
ブ
ナ
が
進
出
で
き
な
い
内
陸
で
分

布
を
広
げ
、
春
夏
秋
の
多
雨
で
成
長
が
促
進
さ
れ
広
が
っ
た
と
考
え
る
。 

 
 七 

ま
と
め 

 

ブ
ナ
の
山
は
多
雪
区
、
ヒ
ノ
キ
の
山
は
少
雪
区
に
対
応
し
て
分
布
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
ヒ
ノ
キ
は
多
雨
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
。
森

林
資
源
と
し
て
の
ヒ
ノ
キ
も
、
少
雪
区
で
多
雨
地
域
中
心
に
分
布
し
て
い
る
。 

 

な
ぜ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
中
間
温
帯
林
の
針
葉
樹
が
、
氷
河
時
代
を
乗
り
越

え
内
陸
部
に
残
っ
た
か
、
多
雨
と
の
関
係
で
調
べ
直
す
必
要
が
あ
る
。
ヒ
ノ

キ
も
含
め
木
曽
五
木
と
い
わ
れ
る
サ
ワ
ラ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、
ク
ロ
ベ
、
ア
ス

ナ
ロ
は
、
亜
高
山
帯
の
シ
ラ
ビ
ソ
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
、
ト
ウ
ヒ
な
ど
の
針
葉

樹
と
は
異
質
で
、
よ
り
低
所
の
ブ
ナ
林
帯
に
生
育
す
る
と
い
う
（
小
野
木
、

一
九
八
九
）
。 

 

さ
ら
に
、
飛
騨
西
部
は
、
自
然
条
件
と
し
て
は
多
雪
で
ブ
ナ
の
地
域
で
あ

る
が
、
林
業
と
し
て
は
ヒ
ノ
キ
の
利
用
が
進
ん
で
い
た
。
こ
の
点
は
興
味
深

い
。 
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